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★
星の会星の会
不登校を考える親の会

2012年11月22日(木）

（代表）加嶋文哉
〒876-0814

佐伯市東町12-15
0972-24-1669

第136号

★
★

★ （Ｅ-mail）ichibanboshi@hoshinokai.net
(U R L)　http://www.hoshinokai.net/

876-0814

佐伯市東町12-15

加嶋文哉　　様　0

名前につく「様」の後に

　0　の数字がある方は、未納です。　

 -1　の数字がある方は、納めています。

尚、間違いがある場合は加嶋までご連絡を。年会費は 2000円です

●会費は2012年の分だけで結構です。2011年以前の滞納があっても徴収はしません。
◎振り込みは　大分信用金庫　渡町台支店　(普)　0228692　加嶋文哉　まで
　振り込み手数料は、会員さんの方で負担をして下さい。
◎加嶋宛に封書で郵送して下さっても良いです。その際は、外からお金が見えない工夫をして下さい。
●星の会をやめたい方は、加嶋まで電話かメールかハガキ・封書等でご連絡下さい。
　長期に会費が未納の方は、退会の手続きをとらせていただくことがありますのでご注意ください。

会費

○昼の大分例会…１月５日（土）13:00～16:20

○別府例会…１月５日（土）19：00～21：00

○豊後大野例会…１月10日（木）19：00～21：00　

○津久見例会…１月11日（金）19：30～22：00

○夜の大分例会…１月18日（金）19：00～21：00

変更する場合があるので、会報で必ず確認して下さい

を納めて下さい

会費を納めたかどうか
はっきりしない方は…

封筒に貼られた
ラベルを見てください
封筒に貼られた
ラベルを見てください

次回
予告

12月例会

■第34回　別府例会　（通算458回）　

○12月１日（土）　19：00～21：00

○別府市社会福祉会館（駅前青山通り　ホテル白菊の裏）　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問合せ　西田さん　090-7389-1577

■第108回　大分例会　（通算462回）　

○12月21日（金）　19：00～21：30

○大分コンパルホール　311会議室（３階）　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問い合わせ　中島さん　090-4516-3964

○12月14日（金）　19：30～22：00

○広浦公民館　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問合せ　戸高さん　090-9792-7317　

■第184回　津久見例会（通算460回）

不登校支援を　　　考える子どもの

立場で 6

子どもが求めている居場所とは

■第４回　豊後大野例会　（通算459回）　

○12月13日（木）　19：00～21：00

○豊後大野中央公民館　会議室　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問合せ　佐藤さん　0974-22-0523

■第107回　大分例会　（通算457回）　

○12月１日（土）　13：00～16：20

○大分コンパルホール　308会議室（３階）　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問合せ　安部さん　090-8223-8250

■第５回　アンダンテ星の会　（通算461回）　
○12月15日（土）　14：00～17：00

○コンパルホール　311会議室（3階）　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問合せ　衛藤さん　090-7392-2206

アンダンテ星の会は、

ひきこもりを考える

親の会です。

　ユミコは、小学生の時にいじめをうけ、不登校になった。ユ

ミコの母親は、最初はなんとか学校に行かせようとしたが、苦

しむユミコを見て「このまま学校に行かせることは、ユミコの

ためにはならない。」と考え、無理に学校に行かせることをや

めた。そして、自宅をユミコの「居場所」とするようにし、い

っしょにひたすら漫画を読んだ。ユミコのもとに一人の友だち

が遊びに行くようになった。その子は、クラスであまり居場所

がないおとなしい子どもである。ユミコといると、その子もホ

ッとするらしい。

　そのうちに、小学 1年生で不登校となったカズミがいっしょ

に過ごすようになった。また、小学 6年生の不登校のミチルが

通うようになった。放課後になると、いじめは受けていないが、

なんだか一人ぼっちになることが多い子どもも通うようになっ

た。人数が集まっても、その居場所（自宅）では、ひたすら漫

画を読んだ。

　誰かがつぶやく。「暇やなあ。何かする？」「温泉に行きたい」

「じゃあ、町の銭湯めぐりをしよう。」というぐあいに話がまと

まると、子どもたちは自転車を飛ばした。やりたいことがみつ

かるとみんなで行動し、それが終わると、また漫画…。漫画を

読みながら、「劇団」「キャンプ」「基地作り」「自分たちの運動会」

…と子どもたちの活動は多岐に及んだ。

　ユミコの経験から居場所に必要なことが二つ読み取れる。

　一つは、何もしないで良いことである。

　不登校の子どもたちの中には、「何もしないことをしたい。」

と言う子どもが少なくない。その言葉には様々な思いが込めら

れていると思うが、そこには「学校に帰すような下心を持たな

いでほしい。学校に行く時は自分で決めるから。」という思い

がある。ユミコの母親は、「この子をどうにかしよう」という

ことに自分自身も疲れ、純粋にユミコとの時間を楽しんだ。子

どもの将来を心配するよりも、今のユミコとの時間を大切にし

ようと考えた。そのために、学校へ復帰するためのことではな

く、ユミコが好きな漫画を一緒に読んだ。一緒にいる母親の心

が楽になると、ユミコの心も楽になった。「何もしないでもこ

こ（家）にいて良いんだ」と思えるようになった。

　二つ目は、友だちの存在である。その友だちは、学校に復帰

をさせるための友だちではない。「かわいそうな？ユミコのた

めになんとかしてあげたい」という優しくしてあげる側にいる

友だちでもない。学校に行っていても不登校をしていても、一

緒に喜び、一緒に楽しみ、一緒に悲しんでくれる友だちである。

その存在は、ユミコの心に安心を生んだ。

　そうして見ると、大人が「居場所」として用意している所は、

本当に子どもにとって居場所となりえているのであろうか。


